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英語動詞の現在進行形と

“Emotional　Colourinα”
　　　　　　　　　　　　　　b

佐々木高政

　C。T。Onionsはその著選πオ伽㈱oεd　E％gZゼ訥鞠πオ醐（1901）の

§134cで，英語の動詞の進行形はある揚合には本来のr継続」の含み

を全然もたず慣用的に用いられて，その文に感情的色彩（Emotional

Colouring）を与え，「驚き，嫌悪，いらだち」等の感情を表わすと述

ぺているが，その例としては現在完了進行形を含む文を二つ掲げてい

るだけで，進行形という形態がいかにして叙述に感情的色彩を附与す

るのかという心理的基盤に対する考察は全然与えていないのである．

しかし彼のこの新しい見方は，Jacobus　van　der　Laanの取り上げる

所となり（且πEπg窃瑠0παP3解んoZogゼ0αZ．8α3乞3伽ご0ε舵硫8αむ舵

Pγogγθ3s伽Foγm。1922．§9），心理学説に足揚をもとめて進行形の表

わす意義を解明しようとする彼の理論展開のいと口にすらなっている．

J．van　der　Laanは「進行形は一つの動作，過程或いは状態が注意

を喚起し，それが暫らくの間観察され，それと同時にこの観察によっ

て観察者の心中に覚醒する種々の感情を暗示するというような揚合に

のみ用いられる（斎藤静氏訳「動詞進行形の研究」§14）」と考える，

つまり観察者の心中に湧く興味，嫌悪，性急などの主観的感情が進行

形に一抹の感情的色彩を与えるのであって，それらの感情が屡ル現在

進行形に含まれているとする。これと対照的な考え方を提示している

のはE．Kruisingaであって，彼は五磁π♂δoo乃げP78sθπ‘一．0α写

EπgZゼsんPart　IL§201（以下Hαπ♂δo誘と略記）で‘Sometimes

theprogressiveseemstoexpresspersonalinterestンと述べ，観

察者の関心（personal　interest）が進行形という形式をかりて表われ

ることがあると一応は認めながらも，掲げている例（その顕著なもの
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を二，三えらんで引用しよう）について

　　Frederic　was　always　sen（1ing　in　small　bills　that　were　too　large

　f。rhis（i、e．thefather’s）smallearnings・G・Cannan，耽πぬんθ

　σoγπ87野P．60．

　　She（iid　not　care　about　golf，and　to甲day　t五e　mere　soun（i　of　the

　llame　lrritated　her，Englishmen　were　always　playing　golf，she　sald

　to　herself，R．Hichens，丁互81翫写o∫孟励伽o脆，ch、15，

　　Minna　was　decldedly　pretty，with　a（1elightful　grin　and　a　mock．

　inghum・ur，Them・stseri・usands・1emny・ungmenwerea1－
　wayspr・p・singt・her，butshealwaysrefusedthem・rbecame
　engaged　to　them　for　about　a　week　ib．p．59、

「たしかにこれらの文は筆者の‘interest夕を表わし，ある揚合には（上

掲の第一，第二例）‘impatience’，または（上掲の第三例）‘humour’

を表わすが，こうした意味（OnionsやLaanの‘‘Emotional　Colo－

uring”に当る）をひき起すのはcontextであり，進行形の働きはこ

の揚合，継続（continuation）を表わし，もしくは描写的（descript－

ive）であろうとするにすぎない」と言い切っている．事実」．vap

der　Laanの掲げている数多くの文例を調ぺて見ても，彼が読み取ろ

うと努力しているemQtional　overtonesが，実はKruising＆の言う

ようにそのcontextに音響板をもつのではないかと思われる揚合が決

して少なくないのである，

　こ．の微妙な点について，英語を母国語とする（Onions以外の）文

法学者の意見が当然次にはわれわれの興味を惹くのであるが，H・

Sweetには特別の発言はなく，George　O．Curmeにいたってはじめ

て，「進行形の構成要素である現在分詞はverbal　forceを持つと同時

にpredicate　adlectiveでもあるからdescriptive　forceを有し，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じの表わす具体的な意味（concrete　meaning）及びそれと屡々聯想され

る強勢（stress）とか特殊な口調（tone）の故に，感情がこもり，話

者がなにものかによって感情を動かされていることを示し，悦ぴ，悲

しみ，快，不快，賞讃，非難，また強調を屡々表わす」という意味の

説明がきかれる（鞠蟷砺§38，1，）。彼は強勢（stress）とか特殊な抑
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揚に，進行形に屡麦感じられるemotional　overtonesの説明をもと

めようとしているように思われるが，それを考慮に入れても尚かつ，

彼のあげている感情のこもっているという例はKruisingaのcontext

説に片づけられそうなものが多いのである，二，三の例をあげると

　‘John¢3δo伽γ飢g　me　a　good　deal　of　late　and舵8炉％g　me　from　workン

　（spoken　in　a　complaining　tQne）・〔この単純形として並べてあるJohn

δo‘ん8γs　me　a　good　deaLは事実の客観的叙述ということになっているが，

δo伽γsを抑揚に適当なひねり（twist）を与えれば話者の感じているcompla－

intを表わすことができよう，〕／‘John”do乞πg　fine　work　at　schoor（spo－

ken　in＆tone　of　praise）。〔John　doεs盒ne　work　at　sc五〇〇Lは単なる事実

を表わすことになっているが，これとてHneに強勢を置きrising－falling－

rismg　intonationで発音すれば「（君はそう言うけれど）JQhnは学校ではよ

くやっているんだよ」といった賞讃の気持が表われよう．〕／‘What　are　you

d6伽9，children？2（curiosity）・〔FENの放送劇厩6舵0α”θで，迷って来た

二人の子供にむかって海賊の首領がWhat　dO　you　do五ere～と怪げんな口

調でいう台辞を筆者は聞いた，〕／‘Why　aren7t　you3‘％吻蹴g2ン（censure）．

〔これも勉強していない事実にcensureを感じているので，進行形そのもの

については，そうした状態の継続をr発言時の現在」周辺に浮ぴ上らせるため

に使用されている感じの方が強い・Why　don’t　you　study　harder　Pでも

consureを表わすことはできるのである，〕

　進行形に厘麦感じられるemotional　overtonesの説明に，そうした

揚合習慣的に聯想される強勢とか抑揚を持出すことができる点は英語

を母国語とする文法学者の強味であるが，そうした説明は表情，身振

り，抑揚といった強力な補助手段（agents）の介添をもたぬ冷い活字

の上の例を，英語を母国語としないわれわれがさぱく揚合の頼りとし

てはいささか心細い，細部の点については本論に於いても触れる機会

があろうが，Curmeの揚合にも，進行形という構文（constructions）

そのものと話者の感情との因果関係（がもしあるとすれば）について

は成程と思われるような説明はきかれないのである．

　進行形が情的ニューアンス（affective　nuanceの入りこむopening

を与える理由について最もはっきりした説明を与えているのはA，

G。Hatcherで南ろう．彼女はその論文丁んθ“θ夢6舵Pγog785s働8

Fo7肌伽EπgZ富ん（Language　Vo1，27，No，3．pp．254－280）におい
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て，賢明にも考察の対象を現在進行形に限り，いついかなる明瞭な情

況の下に，いかなる性質の動詞（どちらの構文をとるかは動詞自身の

性質によって決定されると言ってよかろう）について進行形を用いる

のが常態（norm）か，またいかなる揚合に単純形（thesimple　form）

と交替可能か，その揚合のnuanceはどうか，について考察する，彼

女によれば（ib．P，268）

　The　simple　form　is　the　norm　for　verbs　which　describe　a　pro－

cess　that　is　both　non－overt　and　non－developing；the　progressive

is　the　nornl　for　all　other　verbs．

なのである．この揚合non－overt（activity）というのは精神的（psy－

chc）な活動にも肉体的（pllysica1）活動についても，その過程が微妙

（tenuous）で，とらえられない（肉体的活動の揚合はinvisibleで

inaudibleというわけである）性質のものを指し（例えばMy　mse

伽んε3・），それが非進展的な意味を表わす揚合には動詞は（少くとも現

在時制においては）単純形をとるのが常態（noml）というわけである，

従って進行形と単純形の交替については次のようなことが考えられる，

　（a）進行形を単純形に変えるとr明白活動（oveft　activity）」の

　　観念（もしくは進展的活動の観念も）が失われる．

　　　Sんεゼ3γ⑳b伽9伽九糀ゼ6％γθ，～丁雇3sんoθ褐δs肌ツんθθZ・

　（b）　単純形を進行形に変えるとr漸次的進展（development　by

　　degrees）」が強調がされることになる，

　　　1亡臨θso耀伽π9μππ写・～17鵬脇s伽g　mo7θαπd鴉oγθsαZ6伽

　　む1溜30％P．

　　　　r明白活動」の観念を強調するためにも同様の移行が行われる，

　　　1γ蜘sθω9・．～Sんθ’ss励殉んθγんεα4’sんθ’3ゲ⑳8殉む・9・・

更に彼女は，非明白，非進展的活動の動詞についても，次の事柄を強調

する揚合は進行形が常態（norm）であるとする（ib・pp・270－1）・即ち

　（1）What　is　happening　to　the　subject　P（換言すればthe　sub一
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　　ject　is＆鉦ected　by五is　activity）　Ex．1ン飢んα筋π9απα卿吻Zごz肌θ、

　（2）Whatisthesubjectdoing？詳しく言えば

　　（a）V7hat　is五e　busy　at，engrossed　in　P　Ex．1ン隅犠8（溺ごα／6¢πg．

　　（b）What　is　he　actually　accomplishing　P　Ex，youαγθ

　　　oんαz伽9伽9加8．

この基準は単純形を常態（norm）とする動詞の揚合にもあてはまる。

　（1）　yθ3，13βθむんθμo伽γθ．～加α9れθ’α6‘臨1’窩3θθ伽9ごんθ

　　MOπωLゼSαノ

　（2a）1掘励30．～12窩むん伽為吻髭o砂εγ．

　（2b）Sむop¢む，脚％ゐ078％．～オ盟1ゐoγ伽g写o％2〔この例は筆者〕

感情のはげしさがぐいと前面につき出されるのを感ずるのはこの単純

形を常態とする動詞が進行形に用いられる揚合で，叙述はそれによっ

て“becomes　more　warm1夕felt，more　persona1，more　spontane－

ous（ib，p．272）”だと言う（o∫Curme：鞠η6α∬38．1），このような

情的ニュアンスが進行形の特徴であることは大抵の文法家たちがそこ

はかとなく感じて来ているが，どのようなsituationの下にこのよう

なnuanceが期待されるのかを明確にしようとする企ても，またその

nuanceのよってきたる理由を説明しようとする企てもなされていな

いとHat面erはきめつける（ib．p．273）．単純形を常態とする上記の

グループの動詞はそれ自身心的乃至情緒的活動を暗示したり，描述し

たりする動詞であるが，（1）主語が自身の上に起きていることによっ

てある種の影響をうけていることを強調するため，1膨が1腕3観πg

となるとき，（2a）主語がなしつつある事柄に忙しく没頭していること

を強調するため，1漉伽乃が1’皿読伽初πgとなるとき，（2b）その行

為に対する責任を強調するため，y側ゐ0γθ㎜θがπθ’Sγ8αZZゆ0γ蹴g　O

んθγご04臨んとなるときには，情緒の強さを高めること（a　heig比en－

ing　of　emotional　inte期ity）になるにちがいない，と彼女は考える。

進行形の使用を動詞の（非）明白性，（非）進展性という面から規定

しようという彼女の試みは，理論的に非常にすっきりした印象をうけ

るし，心理のあや（psyc五〇10gical　nuances）をあれこれ考え集め，分



　　134　　一橋大学研究年報　人文科学研究2

　類して，それ．に例をあてはめようと苦心するJ．vandefLaanの行き

　方と比べて無理がそれ程感じられない．しかし理論的にあまりはっき

　り割り切れすぎているため，実際の使用意識にはそぐわぬ面もあるの

　ではないかという危惧が感じられることも否めない．

　　一つの物体にじ一っと目を注いで見つめているといつか焦点がぼけ

　てしまうのと同じようなことが，文法学者がある一つの言語現象を考

　察する揚合にも起り得るのではなかろうか．用例蒐集，観察，分類，

　考察という段階を進んでゆく途中で次第に脳袖に形成されて行く根本

　概念が除々に確信と変り，その確信がなんでもない普通の用例につい

　ても彼一流の解釈を読みこませることが絶無とは言えなそうである．

　　進行形に屡々感じられる“Emotional　Colouτing”の揚合もその

　例にもれない．われわれが最も警戒しなくてはならないのは牽強附会

　の傾向であり，疑心暗鬼を生ずる心的態度である．

　　多くの文法学者によってたてられている理論はそれ自体貴重なもの

　であり，教えられる所も多いのであるが，その考え方の謂わばchek－

　up　として，文法学者以外の一般人の実際の使用意識も調べてみる必

　要があるように思われる．言語現象に関する高度な理論と解釈が文法

　学者の頭の中にだけ座をしめている存在（entity）ではなく，もっと

　素朴な姿においてではあるが一般人もその根本に於いては大体似たよ

　うな意識をもっているのかどうか，がわれわれとしては知りたくなる

　のである．

　　そこで当面の問題になっている現在時制における進行形と感情的色

　彩というはなはだ微妙な点について特に顕著と思われる六つの揚合を

　えらぴ（本稿では紙数の都合でその中の三つだけを取り上げた），そ

oれぞれ一連の質問を附けて，数名の英国人，米国人，カナダ人に回答

　を依頼した．調査範囲はもっとひろげるべきであったが，今回は時間

　的余裕がそれを許さなかったため寄せられた回答は大凡の見当をつけ

　る参考材料にしかすぎない結果になってしまった，また用例なども厳

　密に言えばr揚（situ＆tion）」をはっきりさせるため問題の個所の前

　後をできるだけ長く引用して回答者の読み違いを防止すべきであった
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が，英米人には自明と思われる揚合には，問題の個所を含む文（sen－

tence）だけの引用にとどめたため，あきらかに誤読された個所も二，

三あり，そのため折角の回答がこちらの思うところをついてくれなか

ったうらみもあった，質問の設定の仕方そのものにも可成り問題があ

り，wordingにも不手際な個所が多かろうと思われるが，ともかく

筆者の明かにしたかった問題点は

　　（a）lstheem・ti・nalc・1・uringapr・duct・fthec・ntext，

quite　indepen（ient　of　t五is　paTticular　form　of　verbs　P

　　（b）　Or　llas　the　Progressive　Form　anything　to（10with　it　P

In　other　words，is　the　form　better　suited　than　the　simple　foml

f・rthepurp・se・fc・nveyingcertainshades・fem・ti・nfeltby

the　speaker　P

の二つで，進行形に関して一般英米人の意識の底をのぞくために多少

の重複は承知の上で質問をならべたのである．回答をよせてくれた人

の中，A，B両氏は米国人，C女史はカナダ人，D，E，F三両氏は

英国人で，いずれも知識層に属す人々である．その中A，B，D，F

氏は日本に来て以来まだ二，三年しか経っていないが，C，E氏は日

本に住みついてから二十数年という人々である，

（1）

　まず最初にHatcherが明白活動（overt　activity）の観念，または

主語のそのr行為への没頭（五is　absorption　in　activity）」の観念を

強調するために単純形から進行形に移ると説く（Language　Vo1．27，

No，3pp、269－71）揚合を取り上げてみよう．Sweetは感情，肉体

的また心的知覚を表わす動詞（fee1，1ike，think）は単純形で普通用

いるが，‘volition’または‘action7の要素が優勢になる揚合は進行

形をとると説明する（NEG§2218）．これに対しKruisingaは，そ

の種の動詞（hate，10vel　see，hear，fee111ike，thnk）のあるもの

（thinkとhearの例があげられている）が意識的行為（a　conscious

act）を表わすために用いられ，る揚合には「継続」を意味する進行形の
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姿をとることができるが，多くの揚合（see，10ve海ope，wis瓦1amenし
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
等の例があげられている）その進行形はdescriptive　functionを

果し，r進行」の意味そのものは，例によって，contextから生れると

している（Handbook　II§197，§209，）．OJespersenはそうした行

為がone　single　act　of　perceptionを示す揚合以外はその動詞を進

行形にすることにはなんら差支えはないとしている（MEG14・IV6

（8））．次の例について観察して見よう．

　“Youンγθんθα幅ηg　very　we11，”　said　Louise　ingratiatingly，“Telax，’7

replied　Aunt　Esther．“I　put　in　a　new　battery　because　I　knew　you

were　coming　so　there，s　no　need　to　s五〇ut、”N．Coward，丁痂3丁襯8To一

伽。γγ。ω．cf．D・yQu伽7me？／“lthink》ア・uンγθZ・・乃zπgverymuchbet－

ter　than　when　I　saw　you　in　London，”」．Hilton，照亡んo砿五7η己o瓢γ，cf，

“But　you　donンt　looなa　day　older，Aunt　Cassle．You　Zoo乃stronger　than

ever．”L．Bromneld，Eα吻五刎伽m、／17m抽Z乞πg　angry　at　the　moment，

naturally　enough，but　unfortunately　I　know　that　the　anger　is　only

temp・rary．NC・ward，駕醜賀817磁s・cf・‘‘1∫8θZfaint・Everythingis

9・ingblackbef・remyeyes，Ludw・gLewis・hn，Tんε丁脚π即∫S8の・／

I　thmk　I　know　something　of　what　you7γ8∫θ8伽g　now”R　Wrlght7

八履zηθsoπ．cf．I　know　how　you∫θθZ．／Mlss　Godwmωαsん僻れg　dlmcul－

ty・nbreathing．L．Br・mHeld，職α田8・鍛8・μ硫α砒・π・cf・He

blinke（l　his　eyes　from　the　bright　sunshine　l　his　nerves　were　so　taut

that　he肱己di伍culty　in　breathing，R　Wrlght，ハ「α伽880π、

（1）進行形の構成分子である現在分詞の性格を過去分詞のそれと比較してみ

　　ると，後者の方は．ある状態に到達した感じ（Kruisingaは‘terminati－

　　ve・と言っている．HandbookII§548）を与えるのに対し・現在分詞の

　　方は，あるゴールに向って行為状態が続行中（Kruisingaはこれ’を‘m－

　　perfective　aspect’と呼ぶ・ib・§543）の感じをうける・そうした性格を

　　もつ現在分詞を構成要素とする進行形からわれわれの受けるイメージが，

　　単純形のそれが静的（statlc）であるのに対し，動的（dynamic）である

　　のは当然であろう・Curmeはこれを‘a　description　ofμπ∫oZdれg　ev－

　　ents　or観∫o協ηgdetailsinaplcture2と巧みに説明している（Syntax

　　§38，1．）．この動的，進展的な感じが，現在分詞のもつ形容詞的なカ（ad－

　　jectival　force）と結びつき，進行形の揚合には「時の観念（the　idea　of

　　time）」が前面に出るため，叙述がより明確により描写的になるとKru・

　　isingaは考えたのであろう．
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　たしかに上掲の揚合（進行形をとっているのは無意志動詞（non－

volitional　verbs）である点に着目されたい）についてはHatcher

の言う通り，進行形の方には‘overt　activity’の観念が感じられる．

しかしそれ．よりもO．Jespersen（MEG　IV12．5（4））やKruisinga

（Handbook　II§210）の説くようにr時」の要素の方が前面に押し

出されて強調されている感じの方かimmediateである．進行形を用

いる揚合には発言時の「現在」（したがってその状態はtransitoryで

あるという含みが生れる，cf．MEG　IV14．6（4）．例えば‘Amywas

killed（wereαgγ8θ伽g〔for　the　momentの含み〕she　was　killed）

by　someone　who　wanted　to　get虹er　out　of　the　way…7A．Christie，

五血冠8γむEα躍．）という観念が話者の意識内で優位を占めるのに対

し，単純形ではr時の観念が幾分ボケてそうした行為状態そのものの

方に注意が向けられるのではあるまいか．英国の友人からの私信に

亀I　suppose　the　mood　will　pass　but　I　do声θZ　a　bit　depressedα‘

6ん8鴉o％π6！という一句が見当ったが，これも‘at　the　moment’

と言いながらも‘面声θ」ンという形でその行為，状態のactualityの

観念が強調されている．（もっとも14㎜声臨πgとα糀にstressを

置けばactualityの観念が強調されるが偶々stressを受けるのが

α吼であるため発言時の「現在」という観念も同時に強調される．

Curme，Syntax§38．1．）次の例は興味深い．

　且ππ8オ蝕Oh・you僻8alwaysゴo腕π9（只今の発言も含めて）．亙απs’No，

no・1α呪notゴo就πg（今の場合も）！I　say　what　I　thmk，that’s　a11．L．

Lewis，Tんθβε♂Zs，／He’3Z偲gんれg　at　us，Ida－he　always‘烈gん3（習慣的

行為）at　us，J。Albery，T％o丑03θ3．

　ところが同じグループに属する動詞でも次の揚合の進行形にはH．

Sweetの説く‘volition’乃至‘action7が感じられる．これは有意

志動詞（volitional　verbs）だからではあるまいか．

　～Vhyαγθyou6Zαη麗πg　me　for　this　P　If　anyoneンs　gullty，it，s　you．G，

Greene，Th8一乙掬じπg　1～ooηじ，cf。‘‘I　don7t　配α呪θ　her　for　that．”　Daphne

（1u　Maurier，ハ勾σ側s耽磁oんθ♂，／“WhatαγθyDu襯齢伽g　about？Have

you　thought　of　something　you’d　forgotten？G，Hanley，丁短0侃3％♂α6
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S％π38む．／Whatαγ8you伽繭加g　of7，，A．J．CrQnin，π観θ〆s　oα3記8．

　最後の例ではthinkingに強勢を置き「一体なんてことを君は考え

ているのだ」という話者の胸中のamazementとannoyanceを表わ

すのである．

　次のような揚合には（進行形をとっている動詞は‘volitionalverbs’

である点に着目されたい）‘volition7から一歩進んで，意識的行為

（consciousact）または故意（wilfulness）が感じられ，ないだろうか，

（Kruisinga，παπ伽oo彦II§209）

　“I　see　it’s　no　use　saying　any　more．Youン7θjust　deliberately煽鍬嘱87．

3む伽4伽g　me．”N．Coward，So嚇んSθαB励み乙88．／“You　d6n，t　know　what

you，γεsα穿れg，man！”J，Galsworthy，丑Fゼsんθγo∫κ飢cf，“Yo賃have

been　drinking，Luke，and　don，t　know　what　you3α“、7℃．H，Hazelwood，

Lα吻11面吻，3Sεoγ8む，／“They，γ83αΨ襯g　that　the（dead）girl　was　Arthur，s

mistress－that　she　was　his　illegitimate　daughter－that　she、v＆s　black．

mailing　llim．Theゾ78sαμηg　anythmg　that　comes　mto　their（1amned

lleads！”A．Christie，TゐθBo吻鴉　伽　L狛γαγ写、／‘‘That3s　what　I，m

alwaysむ磁πg　her．”V，Woolf，Tん8yε㈱。cf．“I　always　sα穿you　never

can　tell　when　trouble　is　commg，sir．”David　Frome，五4T．P挽舵冗oπ

F翻3αBo吻．／What　the　he11α7θyou臨肋πg　about　P　W．Saroyan，L翻θ

0観4γ8π4Janet　l　Mabel　told　me　he　left　a　few　minutes　before　I　got　in．

James：Oh，aye，he　did・1伽励he　got　tired　of　walting　for　you・Ee7s

an　impatient　man，1，m伽嬬zπg（＝1，m　trying　to　think）．There7s　no

stabllity　ln　him．st．John　Ervine，Tんθ　F乞γ8‘涯γ＆　」Fγαεθ7．

　上の揚合，話者の感じている‘annoyanceンまたは‘irritation7そ

のものは主としてcontextから来るようであるが，そうした感情を

謂わば煽り立てる役をしているのが‘wilfulnessofthe　action’で，

それを表わすのには進行形が適しているように思われる，FENの放

送劇加4乞06mθ窺（Nov・20，’58）で，妻が自分に不利な証言をしたのを

きかされた夫が‘S五e’s　Z4πg．Sheゼs　Z4％g　to　get　even　Yvith　me！

と激しい口調で絶叫するのを筆者はきいたが，この揚合の‘islying’

（の乞3はWhat　she　saidゼs　a　lie．の底意からwasがisに変っ

ているようで【Historical　Present’ではなさそうである）にも矢張
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り強い‘volition’乃至‘wilfulness’が感じられるし，U．E．D．から

の用例であるが　‘He¢3merelypγ66θπ4れσa鉦ection．’についても同

様な感じをうける．

　　こうしたpsychological　nuancesを文法的先入主を持たぬ一般の

本国人は感ずるのかどうかと次の質問をしてみた．

（1）　（Motheτto　c五ild）“17窩む7％36魏g　you　tQ　keep　away

　from　the　stove，now。And　don2t　play　with　matches．”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Walter　Klaric，Lo麗γTん㈱且πσθZ3、

（2）　‘Mr．Buchan，siT，，he　said，‘1，鵠記o励酋糀g　you，ve　been

　五〇axed．7　　　F．W。Crofts，Tん8σγooじθP酩漁γdθγ．

（3）　‘This　is　tlle　last　time　I，糀乞σαγη耽g　you，too．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．Caldwe11，Tγ曜oσγo％π己．

　guestion1．In　the　three　examples　given　above，does　the　use

of　the　IProgressive　Form　suggest　to　you　anything　more　than　the

mere　sense　of　a且act　in　progress　at　the　present　moment　P　For

instance，a　sense　of　some　conscious　effort　on　the　part　of　the

speaker　in　maintaining　that　mental　attitude（Examples（1）and

（2））or　in　making　that　utterance（Example（3）），or　simply　t五e

transitoriness　of　t血at　mental　attitude　P　Will　you　briefly　jot

down　what　you　feel　about　the　differences　i鍛11uance　in　the　fo1－

10wing　pairs？

a．II鰍youtokeepawayO●●
　　　ll’鴉傭s吻y・ut・keepaway…

h｛1鑑鵡Vl．朧器ax，d．

q｛1：：識：濫蹄γ蕩．u．

回答例

　A　（a．について）First　instance　is　merely　suggestive．In　tlle

0
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　　　　　　second　case　some　threat　is　implied。（これはcontextから

　　　　　　来る感じであろう．）

　　　　（b．について）In地e　first　example　doubt　itself　is　the　only

　　　　　　emotion　expressed．In　the　second　tlle　factor　of（10ubt

　　　　　　is　not　as　strong　and　there　is　some　suggestion　t五at　the

　　　　　　speaker　is　considering　other　things　in　ad（1ition　to　doubt；

　　　　　　indeed，t五at　theTe　might　be　someゐθZ酵that　the　second

　　　　　　person　llad　been五〇axed．（doubtingというのは控え目な言葉

　　　　　　で，I　somehow　believeと言ってもよいところ，その中心の浮動

　　　　　　がamdoubtingという言い方に表われているというわけであろう）

　　　　　（c，の進行形について）Suggestion　here　of　re－inforced　emph－

　　　　　　asis　and　additional　threat．

B乱 講漏．鷺Wa翻濫Pu瓢．u，．d．、α

h｛瀦磁π謎濃黙、五、s，、s、，d、a、ec，，）

q｛：：：濫認，器器、鵬騰器n瓢諜

　Bはa．の進行形のほかは両者のnuanceをみとめない，a，の揚合も「時」

の要素をいささか意識しているのかと推察される程度である・

　　C　（a．の進行形について）More　persu＆sive。

　　　　　（b．c．の進行形について）Local　dialect．

　　D　（枠内に掲げた例について）I　seem　to　believe　t五at　the　three

examples　indicatedτepresent　local　slang　usage　or　colloquial

waysofspeaking．

　　　　　（a，の進行形について）Merely　a　means　of　emp五asizing　the

　　　　　　　act．

　　　　　（b．の進行形について）This　seems　to　me　to　be　tLe　way

　　　　　　　an　EnglisLman　in　t五is　position　would　speak　It　seems

　　　　　　　to　be　a　bit　stilted．I　doubt　that　it　would　be　found　very
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　　　　　　0ften　in　American　usage．これで前掲のB，0の“dialect”

　　　　　　説がうなずける

　　　　　（c，の進行形について）This　seelns　to　be　a“虹ill　billy”

　　　　　　way　of　speaking，（米国南部が舞台だと察してのcommentの

　　　　　　　ようであるが，この揚合は‘1物名σ僻痂ηg　you，and　mind，this　is

　　　　　　the　last　time7の後半の‘This・s　the　last　time一・’が意識内で

　　　　　　勢位を占め先に出てしまったための構文でことさら“五ill　billy”

　　　　　　　ときめつけなくてもよさそうに思われる）

　　E　I，糀む剛ε6伽σ・一：suggests　the　conti1皿ance　of　the　emotion．

We　say，for　some　reason　or　other，“110ve　you”，not，“1フm

1・vingy・uノ’The“11・ve”f・rmissupP・sedt・suggesttime．

1essness　l　but　the（improper）form“1ンm　loving”gives　us　the

feeling・ftime（present）intheetema1（timeless）andispre－

ferable・（cf・Klruisinga，磁π（1δoo彦II§209）

　　F（bについて）“I　doubt・”“The　suspicio且has　formed　in　my

　　　　　　mind．”

　　　　　　“1’md・ubting・”“Thesuspici・nisg・ingthτ・ughmy

　　　　　　mind，or　is　forming　in　my　mind．”

　　　　（c．について）“I　wam　you、”“This　is　the　last　time　I　shall

　　　　　　ever　wam　you，”（このような揚合Fは読αZZ（ever）wam

　　　　　　のように未来形を使うと断り書きしている．）

“rmwamingy・u・”“1’mwamingy・un・w，butl・mn・tg・ing

to　do　it　again、”The　first　form　could　express　either　intention

or　plain　future，but　the　second　only　intention．

So　I　think　I　would　say　the　Progressive　Form　only　suggests

somet五ing　in　progress　at　the　present　moment，simply　the

transitoriness　of　the　mental　attitude．

　以上で分るように・A・Eはこの揚合の進行形に程度の差はあるが感情的色

彩を感じている・特にAの揚合にはa，c、の進行形にSweetの・volition・

を認め（trustもwamもvolitional　verbsである），b．のそれ．については

（doubtは自然に生じる心理状態であるから，non－volitionalverbと考えて
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よいのではあるまいか）Hatcherの‘development　by（1egrees’すら感じ

取っているのが興味深い．Cの揚合‘1’m　trusting7の方が「より説得的」

と感じるのも‘I　trust’としてその「心理状態の存在」をむきつけに言うより

それを「発言時の現在」に限定，したがってその状態は次の瞬間にはこわれ去

るかもしれないというハラハラさせる期待を持たせる，換言すれば「そうした

気持を今持ちこたえているのですよ」という含意があるためではなかろうか・

Dのa．についての感じもCの揚合と同じことである・

　9uestion2、Do　you　feel　t五at　the　context　is　responsible　for　all

this　or　that　the　Progressive　Form　assists　partly，if　not　wholly，

in　CQnVeying　t五iS　nUanCe？

回答例：

　A　In　all　three　examples　t五e　PrQgressive　form　assists　in　the

difference　in　nuance．In（1）some　additional　threat　is　imp！ied．

In（2）there　is　some　suggestio且of　emotional　conHict，Finally　in

（3）there　is　a　definite　re．inforcement　of　emp血asis．（前言と同趣旨）

　B　The“ing”form　gives　in　all　of　thesea　sense　of　an　act　in

progress　at　the　moment．It　is　most　clear　in“I　trust”and“I　am

trusting．”But　even五ere　the“I　trust”form　could　equal　only

“I　am　depending”according　to　t五e　speaker，s　intonation，

　C　T五e　Progressive　Form　assists，

　1）　The　context　seems　to　be　mostly　responsible。

　E　No　connexion　witll　t五e　context．

　F，The　progressive　for皿assists　in　conveying　the　nuance　of

tranSitOrineSS．

　D．がKruisingaのCntext説に賛成Bが懐疑的であるほかは，A，C，E
の三名はこの種の揚合，進行形という形態が感情的色彩を伝えるに役立つこと

を認めている・Fは進行形の「一時性」を表現する機能をみとめるだけである．

（2）

　H．PoutsmaはH：e’3alwaysπos伽g　into　what　doesn’t　concem

him。のように性格を特徴ずける行為を示す揚合の進行形の機能を

‘The　Chamcterizing　Functioゴと名付け（丁加硫僻α068γ8qμ舵
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助傭ん隔α繭ん8助α漉dF・γ㎜，chap．II，34），Eealways

η038εinto　w五at　doesn’t　concem　him．と比べて，‘The盒rstisusu．

allytingedwithanem・ti・nalc・nn・tati・n，whichism・stlywant．

ing　in　tlle　second！（ib．chap，II，35）と述べ，そのような揚合の進

行形には多くr非難の意味（a　dyslogistic　purport）」が含まれるが，

それは進行形の根本の意義とは無関係であると断っている．そしてほ

めるより非難に用いられることの方が多いのは，人間という動物は元

来ほめるより，くさす方を好むという事実に起因するのではないかと

いう愉快な見解を述べている（ib，），Jespersenは‘characterizing・

などという窮屈な枠は用いないが，進行形にalways，f6rever，perpe－

tually，constantly等々）が結ぴつくと往々その文に‘emotional

colouring’を与えると言う、（MEGIV，13．1（4））」。vanderLaan

も「θ秒θ7，αZωα写3，00窺zπ％αZ勾，ノbγθひ87，ε孟87πα♂勿の如き副詞と結ぴ

つく進行形は，習慣的に再起する出来事に附随する主観的反省を表わ

し・・この進行形は，立腹，憤慨，迷惑，苦悩（Annoyance），感嘆，嘆

賞の如き意味を含む（「動詞進行形の研究」§24，36）としている．下

の例などはたしかにうなずかれる説明である．しかしこの揚合も進行

形に用いられている動詞がvolitiona1なものであることもcontext

にそうした感情をこもらせる上に一役買っているような感じがする．

　1’窺always40搬g　stupld　thmgs　like　that－please　forgive　me．N，

Coward，Pθα06脇0％7T2蹴θ，／Let　me　see．What　did　I　come　here　to

Hnd？lt’sterrible，h・篤凡・absent－mindedl’vebec・me，1’勉always伽瓶η9

and∫・γ9θ6吻・EO’Ne・11，五・πg助’3」謄π解漉・枷批．／1・況always

∫αZ吻in1・vewltht五e・vr・ngPe・Ple，RAnders・n，Tθααπ4S獅α一

吻、／‘‘Itンs　just　like　him，”she　said；“he，3always鞠れg　to　be　theatri．

ca1，”L．07Flaherty，Tん穿ムセぎgんδo財〆s　レV冨ノ召，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　これは過去進行形の揚合も同じである．

　‘She側α3always　scolding　me　about　something　or　other．She　fusse（1，ン

A・Christie・0γ・・鰯伽3θ・／‘That’sw五athe螂f・reverdi㎜mgmtQ
our　ears／　K・Robeτts，ハ汚oπんωεs6Pα3sα9θ

　好ましからざる（mwelcome）行為が反復されればirritation，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
impatience，annoyanceの感情が起るのは当然で，「反復（τepeti－

tion）」をも示し得る進行形が用いられてemotionalovertonesを奏

でるのではあるまいか．

　勿論そうしたirritation，annoy＆nceの感情は単純形を用いても表

現できる．

Tんε6εZ8嬢oπθγれgs，

　Monica（go説g60め二That　damned　thing　never3ωp3、

　Eallo－hallo－Morris？N．Coward，PT8紹冠Lα祝9批εγ。

　Doris：Mother，you（10nothing　but　grumble．

　Mrs，Pockett：Me，grumble！111ke　that，1，m　sure。NCoward，

F駕肌8己0α乃．

　第一例のInever　stops’は‘is　always　ringingン（とすればvoli－

tional　verbあつかいとなって，電話器そのものに‘wilfulness’を感

じているような言い方となる），第二例の‘do　nothing　but　grumble’

はてare　always　grumbling’としてもemotional　connotationには

さほど変りはないと思われるが，単純形がその行為に表われた事物，

人物の本質的な性質そのものを強調するのに対し，進行形の方は過去

にもあり（将来もあろうと思われる）行為がr今現に目の前で再び起

っている」事実をとらえ薇協那等の副詞のたすけをかりて習慣的行

為のr反復」を誇張化するに役立っている感じである．

　行為のr反復」またはある状態のr持続」が，上の場合より時間的

に短い次のような揚合にも，同じようにemQtional　overtonesが感

じられ，ないだろうか．

（2）Poutsmaは‘4％γ観”8verbs’の進行形は【separate　acts’の「反復」

　を表わすと言っている（丁加σ肱γα伽γs　o∫伽Eπg伽ん1伽bα嘱伽

　Ezp飢曲4－Fom　Chap　II，2（b））のに対し，Kruisingaは「反復」は

　進行形という形態そのものによって表わされるのではなく，‘repetition　is

　mεα撹‘0ゐθ瓢雇εγSむood’と述ぺている（飽π面0凶11，§199）・次の例は

　興味がある，

　　Somewhere　out　of　sight　somebodyωα300親gん狛g－cough7cough，

　cough，G。Greene，丁加σo頭伽‘弼五9θ箆む・
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　What，8this　door　doピパ，10cked，faw　P　T。Williams，0α‘oπα

πo君丁肌丑ooブ／Phllip＝And，by　the　way，whyαア8youん㈱g読g

about　here　so　much！James：Hanghlg　about！・一Why　the　deuce

shouldnンt　I肱πg　about？Janet，s　my　wife！St，John　Ervme，Tん8

瓦7s6ハfγ3・FTα3θ7・／“I　want　to　get　out　of　this　town，”he　s乱id．

“Everybo（iゾs3πθ8γ名πg　at　me。I　can，t　stan（1　1t　here．”　J．　Stein－

beckンEα3‘o∫五ldθπ．

　　いずれもcontextの上から，このましからざる行為，状態の反復，

持続を第一例では話者はstubbom，と感じ，第二，三例ではそれに

pθ漉366πoθを感じてirritation，disgust。amoyanceの感情を起し，

それを進行形という音響板にあてているように読まれる．この揚合に

もvolitionalverbsである点に着目すぺきであろう．

　その点をたしかめるための質問，及ぴ寄せられた回答を掲げる．

（1）“S五eンsawfullykind、Butl7malways1みα吻t・be

　　郎ateful　to　heL　Itンs　very　depτessing，It　makes　me　want

　　to　bite。”　　　　　　　　Dorothy　L　Sayers，（亨α％吻ハ吻ん6、

（2）Jack（ina五ighv・ice）：We11，五e’s乱1ways・・痂7

　　110me　an，5んo鵠伽，an，ゐ観g漉，on　the　table，ン

　　　　　　　　D・H・Lawrence，Tんθ1ゲ昭o痂π9げ面s．∬oZγoμ．

　　　Note＝Jack　is　denouncing　his　father　who　js　a　drunkar（1。

　　　　　He　is　getting　teararful　and　deHant．

（3）　“Then　whatαγ8you　s‘απ協πg　there　like乱fool　for　P”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　Richard　Wright，召ZωoあBoツ．

（4）“Really，y・u佛励吻ag・・ddealup・ny・urself，

　Arcllie，”11e　said　coldly．　　A．A．Milne，0πoθα凧8誘．

（5）“Andw五atmusty・uδεZθむ吻五im血avemym・ney

　for？Answer　me　that，”said　t益e　Squire，attacking　God－

　frey　again，since　Dunsey　was　not　within　reach．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GeorgeEliot，S磁8瓢αγπ8γ，
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　9uestion1．In　the　Examples（1），（2）and（3），is　it　correct　to

assume　t五at　the　persistent（so　it　seems　to　the　speaker）repeti－

tion（of　an　act）or　the　wilful　continuation（of　a　state）is　get－

ting　on　the　nerves　of　the　speakeT？　Granted　that　it　is，　is　the

context　responsible　for　the　emotional　colouring　or　has　the　Pro－

gressive　Foml　itself　anything　to　do　with　it　P　To　be　more　exact，

is　the　same　nuance　conveye（1if　we　use　the　simple　form　in－

stead　like　tllis＝‘I　alwaysん⑳θ60be．．．7，‘11e　always　oo肌θ3。．∴and

‘Why40you　s臨醐there＿ンP

回答例：

　　Aln（2）youhaveaseriesofverbsintheProgressive
form　and　in　tllis　case　t互e　Prog．form　ser▽es　a　definite　puτpose

in　the　emotional　coloring．In（1）I　think　the　context　and　such

woTds　as“α蜘鞠”，‘‘”θ矧4θPγθ8s伽9”，and“臨θ”determine

the　emotional　coloring．In（3）the　use　of　the　Prog・form　car－

ries　far　more　emphasis　than　the　woτds“Why　do　you　stand

there？”

　　Blfeeltheprogressiveitself（becauseitreferstoamore
“solid”repetition）has　a　great　deal　to　do　with　t1ユe　feeling　of

irritation．‘1＆1ways五ave　to　be2suggests　t五at　each　time　she

has　to　be　but　it五as　an　end，wllile‘having　to　beンmeans　there

is　no　end．“Why　do　you　stand　t五ere　like　a　foo1”is　quite　pos．

siblein（3）buttheempbasists・箕“w五y”n。t‘‘what”→i・e・

the　fact　of　standing．

　　　C　Progressive　form　conveys　a　di鉦erent　nuance・

　　DTheprogressiveformhelpstoconveythenuance．The、
colltext　Qf　course　lets　you　know　t互e　person　is　a1皿oye（i，

　　E　　It　is　the　context　w五ich　suggests　tlle　i∬itatiQn，t五e　re－

petition　and　continuance　w五ich　the　form　expresses，

　　F　（1）“1’m　always　having　to　be（＝I　constantly　have　to
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be）gratefu1”means“She　has　the（aロnoying）五abit　of　consta．

ntly　putting　me　in　the　position　of　having　to　be　grateful　to

her　when　I（10n7t　expect　it”，that　is，her　unpredictableness　is

annOying．

（上のwhenIdon7t　expect　itはペンで書き足したものだが，このexPect

をwantと変えてくれればすこぶる好都合なのであるが．下の（2）のwhen
we　leastθ卿θ06itについても同様である．）

（2）‘He’salwaysc・ming．一”Hes五・uldn7tbed・ingitandwe

d・n’texpecthimt・d・itasafat五er，butitンsc・nstantlyhap－

peningw五enweleastexceptit，ands・it7sve∋yann・ying．”

（3）丁五isisn・tparallelt・the・ther．“Arestanding”means

“arestandingn・w・”lnm・demEnglishwed・nンtsay“W五y

do　you　stan（1there＿in　that　sense。　　　　　　　　　　戸

　　進行形が‘emotion＆1nuance’を伝えるに役立つことはFを除き全員が

認めている・この揚合（1）のhave（to～）はnon－volitional　verb，（2）の

‘come，shout，bang’はvolit1Qnal　verbs（3）のstan（1もvolitional　verb

である点に着目されたい．

　　guestion2、In　the　Examples（4）and（5）the　use　of　t五e　Pro－

gressive　Form　seems　to　me　to　suggest　the　speakeτs7annoyance

at　the　persistence　of　the　other　party，s　mental　attitu（1e　or　be．

haviour。Do　you　feel　this‘emotional　colouring7to　be　only　a　pro－

duct　of　the　contents　of　the　utterance　themselves　P　Can　the　same

nuance　be　conveyed　if　we　say，‘You6磁θ，．．，，and‘must　you　Z86。，．2

instead・f‘y・u鷹翻η9＿’and‘musty・uゐθZ86吻＿・re－

spectively　P

回答例：

　　AlagreewithyouinEx。4．lf“youtake”hadbeenused
it　would　nQrmally　carry　a　simple　acceptance　of　t五e　other’s　re．

sponsibility，TheProgressiveformllerecarries　a　de盒niteoveτtone

ofannoyance，

　In　Ex，5the　use　of　the　Prog．form　implies　immediacy　where
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＆s　the　simple　form“mustyoulet”suggests　the　general　present

　　B　‘You　take’would　mean　you　always　do　so。‘You　are　tak－

hlg7means　now　you　are　doing　so。The　last　case（5）seems　to

me　very　uncertain．It　may　be　a　dialect．The　meaning　is　not

clear　to　me．

　　C　Nuance　is　different．

　　D　“You　are　taking”seems　to　refer　to　a　particular　situation

whereas“ ou　take”wou1（1refer　to　a　more　general　persona1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごドatt1・ibute　of　the　individual　being　spoken　to。The　phrase　must

you　be　letting”　definitely　conveys　irritation・

　　E　guestion　Iの回答と同じ

　　F（4）Again，particular　and　not　genera1，‘you　are　taking

now’an（1not‘ ou　always　take，。No　inherent　emQtional　colour一

ing．

（5）This　I　feel　tQ　be　dialectal　English。In　standard　Ii）nglish　we

doll’t　feel　the　necessity　of　using　the－ing　form　with　t五e　verb

‘1et’afteゼmustン．‘Be　letting7could　be　lnterpreted　as　being

m・reparticularthan‘1etン，・rals・asindicatingtransit・ry

behaviour．I　donフt　think　itンs　a　cεしse　of　a　constant　habit，as　ex－

amples1＆2．In　this　case‘be　letting／is　certainly　emotionally

equivalent　to‘ o　an（11et』

　　・take・も・1et’もこの揚合volitlonal　verbsであるが，（4）については

B，D，Fはr時」の観念を感じ，Aは進行形にはっきりemotional　over－

toneを感じ，Cも同様nuanceの相違を認めている．Eはifrit＆tionを暗

示するのはcontextで，「持続」を示すのは進行形という形態と言うのである、

（5）についてはAが今度はr時」の観念を感じ，Dは進行形が　irritation

を伝えるとしている・Fも最後のつけ足しで‘徽oε20η呼．equivalenゼと認

めている各人の言語経験言語感覚に差がある以上，このずれはどうにもならな

L・であろう。

　　Ωuestion　3．If　you　feel　t五e　PTogressive　For皿（in　some　such

　similar　cases）to　be　an　important　ai（1in　conveying　t五is　colouring
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to　your　utterance，is　there　any　psychological　link　in　your　con－

sciousness　between　this　sort　of　emotion乱nd　youf　choice　of　t五e

Progressive　Form～

回答例：

　Althinkthereis．Thisquestionisratherdi鐙culttojudge，

but　I　think　that　I　would　use　the　Progressive　Form　in　convey－

ing　emotions　that　were　similiar　to　tlle　ones　I　c五ecked．

　B　F　（該当する答なし）

　C　The　choice　is　almost　entirely　subconscious．

　D　I　can’t　seem　to　think　of　any　psychological　link　between

the　form　and　the　emotion．

　E　The　Progressive　Form　increases　any　emotion，because（it

is）dynamic　instead　of　static（in　its　eH！ect）．（　）内は筆者補注．

　無理な質問とは万々承知の上であたってみたのだが，このような揚合に進

行形をえらぶという点ではA，C，Eとも一致している．同様のsituationで

進行形が用いられるのを何回となく読み聞きしている裡に自然に，こうした感

情のこもる内容と進行形の間に心理的な1inkができ，同種の場合に遭遇した

際には一種の‘reflex　action7として進行形をえらぶのではないかと思われ

るが，設問の工夫が足りず，突っこんだ説明がきかれなかったのが残念であ
る．

（3）

　Jespersenは‘t五e　house乞sゐθ厩g　built’の構文は既に18世紀

末からの新しい用法であるが‘is　being7に形容詞をつづける言い方

はそれよりももっと最近のもので（θ70撹んαπ4Sむ働o臨昭夢伽Eル

gあ論Lαπg％αgθp．194）19世紀半ば以前の用例は二つしか蒐集して

（3）形容詞のほか副詞の用いられている例もある・

　　“Yes；they（i．e，the　jury）　are　being　rather♂oπg87　than　I　ex．

　pected，”“We2ve　waited　so　long　now，we　may　as　well　stop　Qn。”D，

　L，Sayers，S‘γoηg　Po乞30π．
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いないと言っている（MEGIV14．7（3））。19世紀末あたりからの用例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　（4）

はたしかに多くなっている．‘being’の次には形容詞ばかりでなく名

詞を用いることもあるがよりまれであり，‘comparatively　unnatu－

ra1’とJespersenは言う（・b．14．7（5））が，そのように使われる名

詞は形容詞的性質を帯びていたりまたは別の形容詞をつけていたりす

るので別に不自然さは今日では感じられない．下の例を見られたい，

　　　　　　Bridget　gave　a　slightly　shamefaced　laugh．‘1，m　being　rather

　　　　an　z醜oむ．7A．Christie，妊脱γ♂θγ正s　E砺創、／Judゾs　grey　eyes　widened

　　　　suddenly．‘亘el1，what　a∫oo‘17m　being！1’ve　just　remembere（1／

　　　　E。Crispin，F78g親ε窺酌αγ3εs．／He　scratched　his　hea己‘I　wish　I

　　　　could　remember　more　about　it－17m　afraid　I’m　not　being　a　very

　　　　good痂餓853．”Ibid．／‘Do　you　thlnk　Iンm　being　an　awfu1わ慨孟ε2’

　　　　H．HDavies，0麗oαs6．

　　この新しい形式の進行形（は現在時制と過去時制にだけ見られる）
　　　　　　　ゆ

についてJespersenは丁舵P雇osop勿¢σ瓢肌皿僻（p．278）で

　　The　use　of　the　expanded　form　to　express　t五e　transitory　in

contrast　to　the　permanent　state五as　in　quiteτecent　times　been

extended　to　the　simple　verb　bθ，though　t五e　distinction　between

“heisbeingP・1ite”・fthepresentm・mentand“heisp・1ite”

・fapemanenttrait・f再ischaracteris・nlyn・wbeginningto

be　observed．

と説明してあるだけで，この形式に屡々感じられる感情的色彩につい

てはMEGにも何の言及も見当らない．次の例を見られたい，

　　　　　　“W6τe　just　being　theatrica1．”（self－contempt）D。L．Sayers，

　　　　　θ側吻躍9ん6．／“But　isn’t　he　being　a　very　long　time？”（impat－

　　　　　ience）K．Mans且eld，」θ麗PαγZθ郷加π・鷹／Nowy・u’remere－

　　　　　1y　being　vulgar．（eensure）A，A，Milne，丁舵σα窩わ07鞠丁γ臨πgZθ、／

　　　　　W111iam，you’re　being　Hrst．rate　wlth　your　boys．（admiration）A．

　　　　　Miller，ヱ）ε砿んo∫αSαZθ3m伽．／You’re　being　superior　again，hQw

　　　　　odious　of　you．（（11sgust）N．Coward，Tん8113‘o幅3ん8d亙θα冗，

（4）次の例では代名詞すら用いられている・

　　　“lkeepw・nderingwhatsqrt。fapers・ny・ureallyare・lmean・
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　勿論意味そのものから言えば，ある特定の瞬間（atsome　particular
　　　　　　　　（5）　　　　　（5）
moment）における発言または行為の様態がどうなのかを示すのが主

目的である一表現形式にすぎないのであるが「どうなのか」というこ

とを示す形容詞（または名詞）の選択に話者の（un）favourable　judg－

mentsが表われ，そこにemotional　overtonesがしのびこむ入口

があるような感じがする，またbeにつづく現在分詞こそ‘being’

であるが，形容詞または名詞と結ぴついてPoutsmaの言うように

（下欄の注参照）r活動の観念」を生じ，その含意する発言，態度，

行為そのものに主語の‘volition’を感じ得るとすれば（be　being＋

Adj．or　Noum）という進行形に，後述の‘deliberateness1という

感じをかもしだす基盤と考えられはしないだろうか．

　KruisingaもJespersen　と同じようにこの形式ではr時」を表わ

すとしか見ない（Handbook　II§189）。J。van　der　Laanは（be＋

Adj．が視覚印象をあらわす時は進行形にしないが（she　was　as　red

as　t五e　comb　of　a　turkey－cock），事物の性質または状態がわれわれ

の意識を刺戟する時は，（be　being＋Adj．）の形式が用いられるとだ

けしか言っていない（「動詞進行形の研究」§78p．141）．ともかくこ

の新しい形式の進行形にまつわる感情的色彩についてはまだ文法学者

からは，なんらまとまった説明がきかれないというのが実情のようで

ある．

　what　you’re　like　when　you’re　being写o％γsθ玩wllat　your　tastes　are夕

　what　you　want　most　and　everything　like　that。”J．P．Marquand，

　Sεopoり8γTo吻o．

（5）Poutsmaはr活動の観念（a　notion　of　activity）」が力口わる揚合には

　‘むoわピも‘協πg’となって‘beδθ伽9’という進行形を可能ならしめる

　として，その「活動の観念」を説明するため，用例について次のようにパ

　ラフレーズを加えている（丁舵0肱7α06θγ30∫哲舵EπgZ乞醜％γδ§39（b））。

　　you　fancy　youαγθδ8乞η9ηθγ霧oZε”8γ（＝αγ83α4π9”8γg　oZθ君θ7統巴π93）

　　／丁五at　is　why　she巳sみθ飢g300Z鴨㎜穿（冨西θんαηれg伽s％oんαo伽肌s“

　　磁穿）in　her　manipulation　of　pins　and　things．
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（1）　“I　want　to　thank　you，sir，”　she　said，“You，γθ　δθぢπ9

　veryんθZ卿Z．”　　　　　　　Louis　Bromfield，κ乞舘θγS肌ゼむ1L

（2）　Thyra　began　to　cry．She　sni｛fed．“Nick，I　think　you

　αγθδ8伽g　oγ％8Z…．”　　　　　：Paul　Gallico，T7¢α沼⑳T8γγoγ。

（3）　“Don’t　be　silly，Majoτ，”

　　　　　“1，η呂notδθ乞π93¢Z吻．”　　R．．C．Sherriff，Bα（ε9θ〆s（ヌ7θθπ・

（4）　Blanc五e：Have　you　been　listening　to　me　P

　　　　　Stellalldon’tlistentoyouwhenyouαγ8δ8伽9窩oγ一

　　　　　δ嘱ノTemessee　Williams，且S舵伽併肱伽♂．Z）観γθ、

　Of　the　form（be　being十Adjective　oτNoun），Otto　Jespersen

says　in　his必04θγπEπg傭んGlγα㎜mαγ（Part　IV，14．7（4））that

the　predicative　is　generally　an　adjective（1enoting　some　character－

istic　mental　or　moral　quality，and　very　often　a　transitory　cond－

ition　or　behaviour　is　meant　in　contrast　to　the　person7s五abitual

or　real　character．But　usage　seems　to　have　made　this　form

a　convenient　vehicle　in　whic五to　carry　ceTtain　shades　of　emotion

felt　by　the　speaker　towards　a　particular　utterance　or　behaviQur，

as　could　be　seen　from　tlle　examples　given　above．

　　Ωuestion　I．Let7s　first　take　“Youンγθ　δθ乞πg　very　ん8呂魏Z”　in

Example（1）．This　mode　of　expression　seems　to　thrust　the　fact

of　somebody7s“δ初πg　in　a　speci｛ied　state　b　on　the　heafer’s　con－

sciousness．Do　you　lay　any　stress　on“being”when　you　speak

“You7re　being　very　helpfu1”～

回答例：

　　AAstresson“being”suggestssarcasticovertones，lwould

streSS“very”．

　　B　No，the　stress　is　on“very”（sometimes）【‘helpfu1”（usu－

ally）．

　　C　　T五e　stress　is　on“helpfu1”，not　on　“being．”　“You　乱Te
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being”suggests　one　particular　episode，or　situation．

　　D　（以下の全質間について）

　　1ンm　sorry　to　say　that　I　was　not　able　to　read　anything　into

tlle　four　examples　given　in　this　block．The　use　of“being”in

the　cases　cited　lust　seems　to　be　common　usage．However，here

again　the　usage　seems　to　refer　to　a　paτticular　perio（10f　time

and　does　not　refer　to　a　more　general　situation．

　　E　　“are　being”　is　t五e　progressive　form，but　it　refers　to　this

particular　moment．As　in　examples　above，tlle　progressive　form

brings　out　the　activity　and　movement，mental　or　pllysica1，0f

tlle　person．

　　F　No　stτess　on‘being・．This　sentence　strongly　suggests　the

transitoriness　of　the　helpfulness，

　設間の伽g　stressには加膨ηθγsZ4‘の意味を含めたかったのであるが，

anyだけでは不充分で（この揚合I　very’にprimary　stressがおかれ，

‘11elpfu1’にsecondary　stressがおかれることは自明である）こちらの意図

した要点から回答は外れてしまったが，Aの回答の“being”にstressをお

けぱsarcastic　overtQnesがただようという説明はshrewdで思わぬ拾いも

のであった・次の例にはその説が当るであろう．

　　　‘Lord　Whit丘eld　was6餓g　so　interesting　that　the　time　passed　like

　　　a　flash．He　was　telling　me　how　he　founded　his　Grst　newsp＆per．’

　　　A．Christie，胚脚48γZ3Eαsg．（実は相手の自慢話に退屈し切っていた

　　　のであるが，事実（actuality）の逆を言って皮肉をただよわせるには

　　　‘being’にstressをおくのであろう）

尚stressの問題とはなれてはいるが，C，D，E，Fの回答からはこの形式か

ら特定の「時」の観念を感ずることがうかがわれる．

　guestion2．You　can　express　the　same　thing　by　saying“You7γ8

んθゆゼπ9盟θa　great（1ea1（by（ioing　so）ンタ，but　the　emphasis　shifts

from　t五e　mamer　of　behaviour　to　the　behaviour　itself．What

other　difference　do　you　feel　between　tlle　pair？“You？γθδθ伽g　very

ん8Z魏Z”seems　to　suggest　that　the　speaker　feels　stτongly　about

t五e‘deliberateness，（the　word　may　not　be　apt，but　let　it　st＆nd



154　　一橋大学研究年報　人文科学研究2

for　want　of　a　better　one）　of　the　otherンs　kind　help　or　of壬er　of

one．In　other　wor（is，the　speaker　seems　to　feel　that　the　other

personぢ3goぎπg　o％60ゾ㌧んゼsωα写哲oん8Zp　her，or　that　he　is　helping

ker　a　great　dea1ωんθπ　んθんα3　πoπθθdl　oγ　06Z乞9α亡乞oπ　むo。

　　A　The　emphasis　changes　to　the　behavior　itself　and　the

stress　is　now　on　the　verb　rather　t五an　the　adjective，I　agree　that

t五is　implies　a　certain　gratification　of　the　speaker　for　special

assistance　ren（1ered。

　　B　I　feel　that　the“being”form　rather　more　strongly　refers

to　a“conditiQn　or　state　or　attitude”within　t五e　person．Some－

one　may“五elp　us　a　great　dea12ンwithout“being”himself　help－

fu1．

　　C　I　do　not　agree　with　this．

　　E　　“Being”is　psychologica1，0r　rather，it　is　psyc五ica1．“Help－

ing”is　physica1，0r　ra出er，it　is　more　mechanical　whether

physical　or　psychologica1．

　　Fltisacaseofatransitorycondition．

　　ある行為なり発言を‘be　domg（oγsaying）something　in　a　certain

manner’ 形式で表現するより，その様態そのものを‘be　being’の次にお

く形容詞なり名詞でずばり表わす方が強調（emphasis）を与え（表現の短路

的傾向がここにも見られはしないだろうか）ることをAは認める．Eは‘be

bemg’の方は身体的行動にまで発展せず心理的，精神的（領域）にとどめた

言い方だとするが，‘be　domg7の方は‘more　mechamca1’という言葉か

ら‘be　being’の方に‘dellberateness7を感じているのではないかと付度さ

れる．Bは‘be　being’は（その時だけの）「状態，態度」を示しその人の本

性とは関係がないとする．Fは例によってtransitorinessを感ずるだけであ

る。Cは‘W五at　you　are　doing　is　very　helpfu12と大差ない平板な表現と

うけとり，そうした行為に‘deliberateness7などは認めない・しかし少くと

も次のような例からはr持続」の観念に加えて‘conscious　e鉦ort’または

‘deliberateness’が感じられないだろうか．

　　　　　　　〔Father　to五is　son　with　frlgid　anger〕“Are　youδθ魏gれsoZθ撹

　　　　（＝trying　to　be　insolent），sir？”　R．Besier，丁充εBαγをθ伽o∫院一糀一

　　　　polθS‘γ8θ亡／1mQved　toward　her，“Don’tbe　afoo1，”I　said，Miss



　　　　　　　　　　　英語動詞の現在進行形と“Emotional　Colouring”　　155

　　　　Joyce　took　a　step　toward　the　dQor，“Youンre　the　one　whoゼs6θ施g

　　　　α∫ooZ，”she　answered，J．P．Marquand，Tんα船yo％，κγ．Mo60．／

　　　　“We7ve　been　out　here　for旦fteen　minutes，and　have　you　noticed，

　　　　no　one7s　moved　lnslde　the　house？Not　a　shadow　against　the　cur．

　　　　tains－nothmg・Perhap　she　isnンt　there・”“H：e・s68乞πg56π‘（＝trylng

　　　　to　keep　sti11），”Jack　sald，“because　he　wants　lt　tQ　look　as　if　he

　　　　werenンt　there。Bilrs　a　smart　operatQr．”J．P　Marquand，S‘opo”8γ

　　　　　忽o吻o．／

　　次の例ではわざわざ‘deliberately’と駄目押しがしてある．

　　　　　　“由θyouわ伽g　deliberately　oヵ宅ηs切θ～”cried　Mr、Deacy．

　　　　LO’Flaherty，σγθΨS8α9秘泥．

　　guestion3．Agai且from“youのγ8ゐθ伽g　oγ％8Z”in　Example

（2）　I　fee1，besides　t五e　apParent　sense　of　‘you　are　saying　cruel

things（oγbehaving　in　a　crue1皿anner），，a　sort　of‘側乞佛厩8ss’

of　the　act、The　speaker　seems　to　imply　that　the　other　party

んαsπoゐ鋤3¢πθ3s哲03α〃such　cruel　things，for　which　the　speaker

feels　reproachful　towards　that　person．What　considerations　lead

you　to　this　form　in　prefeτence　to“You　are　saying　cruel　t五ings

（on　purpose）”P　Will　it　be　because　the‘being十Adjective’form

is　more　direct　than　tlle　other　form　whic11皿ust　state　t五e　act

or　utterance　and　its　mamer，or　because　t五e　one　is　easier　to

form　in　your　mind　tllan　t五e　other～

　　Althinktheuseoftheprogressiveheresuggestsastrongef

emphasis（and　perhaps　a　greater‘wilfulnessン）than　the　simple

use　of　the　a（1jective，　　　“cruel　things”　（1ilutes　the　statement

and，therefore，changes　t五e　nuance．

　　B　Certainly　habit　makes．it　an　easier　choice．It　does　perhaps

suggest　the　person　is　deliberately　saying　cruel　things　but　more

tllan　that　I　feel　tlle　personゼs（for　tlle　moment　at　least）oγ掘，

not　just　saying　cruel　things．

　　C　　　‘You　are　crue1ンis　general　an（i‘You　are　being　crue1，

relateS　tO　a　COnCfete　epiSO（1e．
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　　E　“Wilfuhess”is　coπect，and　refers　to　what　I　have　just

called“psyc五ica1．”

　　F　The　right　substitutions‘‘Yor　are　behaving　cruelly”（wit五

the　natural　implication　tllat　you　have　no　business　to（10so），

丁五e　idea　is　that　t五ere　is　cruelty　in　your　heart　at　t五e　moment，

an（1t五at　you　are（1elighting　in　behaving　badly．

　‘Wilfulness7を認めているのはA，E，F（はyou　are4臨9厩πg　in　be－

having　badlyとパラフレーズして今迄の否定説をくつがえしてしまった）だ

けで，Bはそのr特定の瞬間における状態」を感じ，Cも‘a　single　occur－

rence　at　a　partlcular　momenゼを‘be　being’形からくみとる。Dもr時」

を感じていることは彼の9uestion　Iに対する一般的回答から明かである・し

かしCが‘Youarecrue1’は‘general　statement’と言っているが，そ

れはJespersenの‘habitualorrealcharacter，のことで「時」の制限を

うけない意味であろうが，そうぱかりは言えない．

1。／（a）

／（b）

2

∫（a）

／
（
b
）

1，2とも　（a）

である．

すなわち1．

“Don，tδθ3επむ加θπ観about　tllat，Mother。”T．Ear（iy，

　1漉7zOPθγ8α島んεK砿P。
‘り

ow　s8漉呪θ彫αH7㎜δθ躍g．．，how　slckeningly　sentimen．

　ta1！”　　　　　　　　　L　Brom6eld，Eα吻魚砒肌π．
匹‘

Jhat　shall　I　do～”she　asked　her　husband．
一‘

et　out　and　keep　quiet．”

“PO競θ，αTθn’tyOU～”

　　　　　　　　　　　　W，S，Maugham，F♂oむ3鍛απ4」8融規，

I　Have　you　really　read　his　books　or盟・θγθyou　merely

　δεゼπg　poZzε82’　　　　N，Coward，So露んS8αB幼bZ85．

は特定の時における発言，（心的）態、度を批判的に述ぺているの

　　　　　（b）にはそれになにものかが加わっている感じがしないであろうか．

　　　　　　　　の（b）では「そうした考え方をしている（しなくてもよいのに）」

自分が腹立たしく愛想がつきていることが‘sickenin91y’で示され，2。の

（b）では．彼に向って「先程」言われた言葉は彼の気をわるくしないように

rわざと」言ったPolite　cQmPlimentsだったのですか，という含意が読取

れないであろうか，

　Ωuestion4．In　Example（3），“1，糀notδ8伽g　s乞殉”is　said　in

＆piqued　tone　of　voice，an（1here　again　that‘deliberateness　or

deliberate　persistence3seems　to　make　itself　felt，the　obvious
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implication　being‘1，m　not　saying　silly　things（漉θπ1為πoω

pθ？フ宅06勾ωθ記10％gん‘π，哲）ノマ▽hich　do　you　feel　conveys　your　pique（i

feeIings　more　forcibly，‘17m　not　saying　silly　things，or‘1’m　not

being　silly，P　Could　you　give　any　psychological　reasons？

　　A　I　think　tlle　latter　cafries　more　force　for　the　same　reason

mentioned　in　t五e　preceding　question．　The　verb　itself　carries

more　force　here　than　a　ge五eml　noun（tllings）supporte（1by　an

＆djective．丁五e　use　of　the　Progressive　re－inforces　the　strength

of　the　verb．

　　B　I　feel　no　one　would　say“1’m　not　saying　silly　things，”

It7s　a　case　of　one’s　attitude　not　what　one　says（in　this　case　very

de且nitelyso）。lftheperson・s呂id①“Don’tsaysuchsilly

tllings”or②“whatyous呂yissilly7’theTeplywouldbe①
“1ンm　not…”②“It，s　not　silly。”But“Don，t　be　silly”（aside

from　being　an　overused，convenient　form）refers　to　the　tem－

poraTy　state　or　attitude　of　the　person，The　person　wllo　is　always

in　such　a　state　being　called“a　silly．”

　　C　No・（Could　yougiveanypsychologicalreasonsPに対して）

　　E　　T五e　diHlerence　is　again　t五at　of　being　and　doing　（oγ　say－

ing），

　　F　I　tllink　you　are　right　that　the　former（“being”）is　more

a　deliberate　thing　and　the　latter　just　accidenta1，Any　transitory

behaviour　must　be（1eliberate　even　if　unconsciously　so．

　Aは‘are　beingsilly’の方がmore　emphaticであることは認める，

この答から察すると，‘are　saying　silly　things　Pとすれぼ聴者の注意の分散

が行われるのに対し‘are　being　silly’とすれぱ印象が単一で注意の集中が

容易なためそれだけ後者の方がl　carries　more　force’と言うわけなのであろ

う、Bは“1’m　not　saying　silly　things”などという言い方を頭から認めな

いが，これは感違いであろう・しかし“You　are　being　silly’については

‘silly’は相手の発言内容よりもその態度に向けられ’ていっているのだとする．

彼の揚合には‘you’と‘silly’が直接に結ぴつくのである・発言とか行為と
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かは伏せてそうした発言や行為を通じてのその「人」のその瞬間における「判

定，評価（印象と言ってもよいかもしれない）」を表面に出そうとするのがこ

の表現形式の当然のねらいだから，予期される回答である・Eは「様態」と

「行動」の差を感ずる・Fは‘deliberate’説にますます傾いて来ている，

　　guestion5．In　Example（4），you　could　change‘when　youαγθ

わ8伽g　morbid，to‘when　youαγθmorbid，，but　something　is　lost

in　tぬe　process．What　could　be　that　somet五ing　P　Do　you　not　feel

a　sort　of‘wilful　persistence’in‘being　morbid7P　My　reading

of‘when　youαγθわθれg規oγδ嘱’is　something　like　this：‘when

you　p8γ3∫sむ伽talking　in　a　morbid　vein（側んθπ写o％乃πoωp8吻o吻

囲z伽りo％・％9ん餓）．’

　　A　Yes，“w五en　you　are　being　morbid”suggests　that　Blanche

llas　some　contfol　over　being　this　way　or　not．‘When　you　are

morbid，suggests　sometlling　outside　of　personal　will　or　contro1．

　　B　I　agree　pretty　well　with　what　you　say．But“when　you

are　morbid”seems　to　me　no　diH！erent（at　least　I　feel　none　at

present）。I　think　it　is　just　that　the“being”form　is　use（1more

often　and　the　one　we　find　more　readily．It　is　possible　to且nd

（and　some　people　may　so　use　the　two　forms）a　more　deliberate

sense　in“being　morbi（1．”

　　　C　　Yes，perhaps，

　　E　“Are”，an（i“are　being”di鉦er　in　that“are”　is　static，

“are　being”dynamic．In　themselves　they　are　not　emotiona1，

but　only　more　or　less　intensive．

　　　F　Thatンsτight　l　as　in　question4，as五e　is　not　a　morbid　per－

son　by　nature，when　he¢3morbid　it　must　be　bec＆use　he　cho－

oses　to　be　morbid．

　　A，Fは‘are　being　morbid，に‘wilfulness，を認める・Aは“when

you　are　mQrbid”は自分ではどうにもならない外的事情，身体的または心理

的状態のためそうなっていることを思わせる，と言う・Cも少し首をかしげな

がらもこの揚合には‘wilfulness7を認める。Eは‘‘are　bemg　morbld”
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に伏せられている「発言，行動」が意識の底流となっているせいか，それを

　　r動的（dynamic）」と感じ，“are　morbid”の方はそれに対してr静的

　　（statlc）」と感ずるのはAの感じ方と隣り合わせている．しかし形態その

ものについては，どちらの言い方も‘emotlona17ではなく，強調度の相違だ

けであるとする，Bの言おうとしているところは（例によって甚だつかまえに

くいが），‘being　morbld’の方に‘dellberateness7を（間いつめられれば）

感じ得るけれども・これは日常この‘arebeing2の形式が同じような状況の

下にしぱしば用いられることから自然に形成されたsubconscions　reaction

である，というわけらしい．

　　guesti・n6・Wecansay“Y・uare圃θ”butn。t“Y。uare

being　pale，”What　sort　of　adjectives　do　you伽d　can　be　used　in

・ur‘ ebeing’f・rmPAdjectivesden・tings。mec五aτacteristic

menta1・rm・ralcharacter，asott・Jespersensuggests？

　　AYes・butn・tphysicalattributessuchas“pale・ン，“t五in”，

“且ushed”・“fat”・etc・Menta1・rm・ralcharapteristics・nlysuch

as“ ・nceited”7“ridicu1・us”，etc．canbeemp1。yedwith。ur

“be　being”form，

　　BWecanuseit・f：stubb・rn，unfriendly，kind，ridicu1。us，

stupid，insipid，malicious，etc，all　states　which　we　feel　are　con．

t「011edm・re・rlessbyt五epers・n・Wed・n・tuseit・f：angry，

hungry7thirsty・etc・Herelfee1“angry”maybeacaseinp。int．

Wecanc・ntr・1angerands・sh・uldbe＆blet・say“y。u

a「ebeingangry”一butwed・n’t・Why（iflanguageist・be1。gi．

ca1）dQwesayy・uare“beingm・rbid”tりen？Wed・n，tsay
‘‘

youa「ebeinghapPy”eitherbutmaybeaspsych・1・gyadvances

andevery・nethinkssuchstatesarec・ntr・11edbythepers。n

wewillsays・・Thismaybewhywecanuse“beingm。rbid”
（・rdidwed・s・bef・repsych・1・gyP）．Generallyspeaking」es－

persen　is　correct．

　　C　Yes．

E“BeingPale”isimp・ssiblebecauset五estαtic（pale）can．
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not　be　made　more　dynamic．“Being　rude”is　possible　because

rude　is　already（1yllamic，and　can　be　made　more　so，

　F　Yes．The　test　is　whether　you　can　substitute‘are　behaving－

1ゾ，Clearyy・ucann・tsaジarebe五avi且9Palely7・

　Eはstatic，dynamlc’説を持出し禅的につワ放している・A，B，C・Fと

もJespersenの説に賛成するが，AはJ・van　derLaanと同じく視覚に訴

えるr身体的状態」を表わす形容詞を排除し，Bは「われわれが多少なりとも

制御し得ると感じられる（9uestion5に対するAの回答と軌を一にしてい

る）状態の」というmodi伽ationを加えたいのであるが，うまく行かない・

彼は・angry，hungry，thirstゾなどという形容詞が‘be　being7形には使

えないのはどうしてだろうと考えてくれているが，すでに‘αγ8弗θZ伽gangry，

hungry，thirsty，etc，，’の形式がある二とを思い出してくれればよかったのだ

し，・angry・とことなり‘morbid’の揚合には，‘are　being　morbi（1’の形

が可能なのも含意が‘∫θ顔πg　morbid’ではなく‘fα砲冗g　inamorbid　vein’

だということに気がついてくれれば問題はなかったのにと思われる。Fのtest

は面白いのであるが彼は‘bemg’形に‘be　bθ肱η肌g－1y’しかみとめないの

で窮屈である，‘be　SPθα肋πg－1y’を加えたらこの識別法は有効であろう。

筆者個人の観察によれば，（be　being＋Predicative　Adjective　or　Noun）の

構文（construction）はp・145で一寸ふれた通り，ある特定の瞬間における発

言，または行為，態度に対する話者のr判断」を，形の上ではその発言者また

は行為者（この構文の主語は人間であるところに‘contro「説が生れるのか

もしれない）にじかに結びつけて表現の‘shortcircuiゼを通ろうとするもの

であるから，その揚合に用いられる形容詞または名詞は，直接には（そうい

う行為や態度，発言をしている）当人に対するr判断」を示すものであるが，

間接にはそうした行為，態度，発言にも冠せられるr判断」を示す言葉である

ように思われる。端的に言えば，「発言，行為態度」にもその「主体」にも同

時にあてはまる形容詞（または名詞）である・It　is腕η40f　you　to　say　so．

の場合に用いられる形容詞と同じeategoryに属するようである・少し例（過

去進行形の例も含む）をあげてみよう，

　　Elsie：Won7t　you　take　him　back？

　　Janet＝Aren，t　you　being乞mp8冗乞πθπ62

　　St．John　Ervine，TんεF乞γs孟κγ＆Fγα3θγ。（cf．Don，t　you　think　it　im．

　pertinellt　of　you　to　say　a　thing　like　that　tQ　me～）

　　／ltalwaysgavemeaguiltyfeelingthatlwasn・tbeingexactly
　∫α乞γto　Kay．」。P．Marquand，亙五f・P制疏αη乙，Esg脇γθ4“I　don2t　know

　whether　I’m　beingω乞詔or　not・”（彼がしているr行為」にも　‘wise’は
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冠せられる）L　Brom盒eld，Eα吻」嘘％㎜π・／“You’re　not　being　veryんoπ．

8s6・”（r発言」にもあてはまる）ibid・／“You’re　being鋤π九s6，01ivia，You

neve「c・uldseemeaslam・ンンibid・／“1’mglad，mydear，thaty・u・re

being3θπ3塀θabout　this，”ibi（1．／Forgive　me，Mrs。Condomime＿I　am

beingab・minablysεZ伽ん一h・wcanlhelpy・u7N．C・ward，B嫌θ
枷雌・／‘lshanンtwriteanym・re・fth・sesillyb・・ks．lt五・ughtlwas

being　so　oZ8惚γ，but　I　was　showmg　my　ignorance　all　the　time．7H．H．

Dav・es・伽伽Kα‘θ・／‘lalwaysha▽efelty・ulikedthatgirlbetter

than　me　P‘Darling，aren’t　you　being　ratherαゐ3％弼2ン（そんな風に気

をまわすことは‘absurd’である）A・christie，M脚4θγ盈Eα89，／・1・m

af「aidwe（i・e・thep・1ice）arebe・ngrathef珈θ7舵π6and吻臨．

吻butit7simp・rtantthatwesh・uldgetatallthefacts，（卿8伽、
8π‘and伽9幅5漉肥‘questions’でもあるわけである）A，Chrlst量e，丁舵刃o吻

z蹴θ励γα刎Nicksp・ket・五imsharply、“Arey・ube玉ngsαγ6嫌θ，

DadP”Dadsaid・“lwasn’tkidding…”（s＆rcastic‘remarksンとも言
える）P・Gallico・丁鳩Z如丁θ搾oγ・／“Come　on，we’d　better　take　a　tax，”

“Now　who’s　beingε説γα”αgα窺2，，（タクシーに乗ろうなどというのは‘extr．

avagant’な行為である）A・Christie，丁加S80γ8M伽θγ3α矧．／“1・ve　alw乱ys

jumped　on　sentiment－and五ere　I　am　behlg　more3θ窺伽8π観than

anybody・”ibid・／You’re　being　entirely　tooθ窺o麗oπαZaboutthis，（そう

いう態度は　‘emotiona12というわけでもある）R。。Allderson，距α㈱♂

S騨P吻／Y・㎜gthen且ewint・arageandsaidthatlwasbelng
8鰯・7πands触♂・」・Gerard，Tんθ細・吻γα吻・∫α伽πεθ4Pγzθsむ，

／“We7re　just　being漉80γ8孟乞oα♂・”（そうしたdlscussionはmerely‘theQr．

etica1’だというわけでもある）D・L．Sayers，θα？‘吻漉9雇．／She　shook

hands　with　Alida　but　did　not　kiss　her，and　Savina　was　aware　of　a

sud（1en　tightening　of　the　atmosp五ere，and　lmderstood　that　Ahda　was

beings脱卿・7becauseshewasQnthe・鉦enslve，（‘superi・r7attltude

をとっているわけである）L　BromHeld，Tω6就写一Fo％γ酌脚3，

名詞の揚合には下の例に見られるように，衰面は主語そのものにしか結びつか

ないのは当然であるが，その裏にはある行為，ある発言をしていることに対し

てその人にそうしたattrlbuteが冠せられている含みが感じられる．

Sheth・ug五t・“N・wlambelngasupreme加，1・mp・tyingmyself．”

（自分をあわれんでいることに対して自らにr大馬鹿」というattributeを冠

せているのである）L・BromHe1（1，E僻勾ノ1脱伽しπ，／1really　must　apologize

f・rb・theringy。ulikethis・1ンmafraidl’mben・ganawfu1η％砿π6。，

A，A，Mllne，Tん8Ro規α宿乞o。498，
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　それにしてもこの構文で用いられる形容詞，名詞はPoutsmaの言葉を借り

れば‘a　dyslogistic　purport’をもつものが絶対多数を占め，

“lris，dear，ldidゴtheary・uc・mein・Y・ukn・wC・1・ne1Race・He

isbeings・very鰯．”A，Christ・e，Spαγ肱9伽惚・／Bryαnsm・led

gratefully，“Y・u，rebeingver卿丑団a・・dverys脚α餓・・ン7N・C・wa「dン

S旗9襯Z吻。／The　Inspector　was　satis且ed　from　the　way　she　made　he「

statementst五atshewasbeingasん吻μass五ec・uld，andthanked
五erp・1itely．F．w，Cr・fts，Thθθ7・・むθPα沈漁吻・／1h・peyoua「e

bemgα9・・49配andhelpingPatasmuchasy・ucan・F7・？照卿αごθ

傭齢．のように‘approving　purport7の例は暁天の星よりもまれであるの

は，やはりPoutsmaの言うように「ほめる」より「くさす」方を好みがちな

人間の本性に基因するのであろうか・ともかく興味ある現象である，

guesti・n7，lsthe－em・ti・nalc・1・uring7・ftenfeltint五is

f。rmsimplyanaccreti・nfr・mt五eusageンi・e・，therepetiti・n・f

the　form　in　similar　emotion－charged　utterances，or　do　you　feel

any　intrinsic　force　in　t五is　mode　of　expression　to　convey　some

sorts　of　emotional　nuance　P

　　AThereseelnstobeanintrinsicforceintheuseofthe
Progressive　in　these　cases．However，we　must　diHierentiate　here

between　the　spoken　and　written　word．In　the　former　case　tlle

speakercanrely・nt・ne，gesture，andemp五asis・丁五eauth・「

does　not　have　these　agents　at　llis　command　and　must　rely　on

suchthingsasaspecialuse・fthePr・gressivef・remphasis・r

emotion，

　　　Bltpr・bablyisla£gelyafact・fusage－lseτi・uslyd・ubtif

it　is乱1ways　felt　to　be　as‘‘emotiona1”as　you　imply王［owever，

w五en　used　of　states　which　the　person　controls　it　does　Inean　he

is“being　so”deliberately（more　or　less），Someti皿es　I　am　suτe

thespeakerusest五ef・rm・nlymea血g“y・uareatthism・一

ment　saying　something　silly（etc．）．”But　then　if　we　ask　the

speakerc五ancesare五ew・uldnアtkn・weitherbecausewed・n’t

　live　on　such　a並ig五plane　of　sensitivity，
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　C　Not　intrinsic，

　E　Already　answered．

　Flsupposetheemotionoftenarisesjustfromthefact
that　the　other　person　is　be五aving　out　of　character　and　therefore

is　being　either　specially　agreeable　or　specially　disagreeble，All

this　verb　form　does　is　to　show　that　this　be五aviour　is　unusua1，

and　a11the　emotional　shades　seem　to　me　to　be　incidenta1．

　D・はguestion　Iの回答欄に‘The　use　of“be1119”1n　the　cases　cited

just　seems　to　be　common　us＆ge・’とあるように，‘common　usagピに安

住してこのようなtreacherousgroundに1ま足をふみ入れない．Cは例によ

って否定的である。‘This　fellow　lsδぬg　too肌g撚z伽引’などとつぶや

いたのかもしれない・Eの回答を読み返してみると，こうした揚合の進行形は

‘mental　o「Physical　actlvity　or　movement’の観念を強調し，‘wilfu1－

ness夕のconnotationが感じられることもあり‘dyn＆midであると言ってい

るから，肯定的と考えてよいであろう・Fは，柄でない振舞いをしているとい

うだけの事実からそうした感情が起るのであって，感情的色彩は‘inci（1enta1’

とみる．正面からこの厄介な問題にとりくんで考えてくれたのはAとBで

あるが，Aは‘intrinslc　forceンを認めるが，実際に話す揚合には，強勢，

抑揚，身振り，表情といった有力な補助手段（agents）によって，感情的含蓄

を表わすことができるから，この構文はあまり用いないが，作家の場合はその

ような補助手段は与えられていないから，このようなr強調」または「感情」

を表わす進行形の副次的特殊機能に頼るのだというわけであろう．作家といっ

ても劇作家の揚合は俳優の台辞まわし，演技というもっとも有力な‘agents7

は充分計算に入っているから，この構文に頼る必要が少なそうに一応考えられ

るが，事実はそうでなく，用例は脚本からも多く拾えるのである．これはA

の言うr殊更の強調」ということが舞台にのせる台辞として1ま大切な条件の一

つであることが多いからであろう．Bの方はもっとも常識的に（そしてそれが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワザもっとも真相に近いのだろうと思われるが）‘usage7のなす業だとしている．

そして当然のことながら，一般には恐らくこの構文は‘emQtiona1’だなどと

は必ずしも意識しないのではないかと言う。そして例の‘contro1’説を再ぴ持

ち出し，制御しようと思えば出来る状態について‘be　being’が用いられれ

ば，程度の差はあるが，‘deliberatelless7を含意することは事実だし，また

ある揚合には時問的観念（‘at　this　moment’）がこの構文を使う揚合話者の

意識に強く働くこともあろう，と認めている．Bは回答にそえた手紙に‘ldo

feel　the　progressive　form　is　more“subtle”and　caπ1es　emotiona1
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colormg　to　an　extent　because　it　refers　to　the　actual　tεしking　Place・

time，etc．But　in　some　cases　it　ls　also　context　whlch　helps・，と書いて

いる，彼の‘the　actual　takillg　Place，はHatcherの　‘overt　actlvlty，

とか‘development　by　degrees’の考え方に相当するし，‘time’はJesp－

ersenの説を襲書きするものだし，‘m　sQmecases　it　lsalsocontextwhich

he1Ps’ではKruisingaの‘context’説を全面的ではないにしろ確認する

ものである。

　現在進行形に屡々まつわる感情的色彩のよって来る心理的理由につ

いて以上の僅か6名の回答者の回答からは，結論めいたものすら引き

出すことは至当でないが，それでも次の点だけは明らかになったよう

である．話者がある事柄にどういう感情をいだくか，いだかぬかは，

結局彼のその時のviewpointによるのであり，そのviewpoint次第

で，用語，構文が決定されるのであるから，感情そのものは：Kruisinga

の説くように‘context’がgeneratorであるが，たまたま進行形の

持っている根本的な機能である「継続，反復」を利用すれば，その感

情的含蓄が強調され，より明確になるのではあるまいか，という感じ

である，そして現在進行形（過去進行形についても大体同じことが言

えるのではないかと察しられるが）にまつわる感情的色彩の究明には，

Hatc五erの（非）明白活動，（非）進展活動の観念よりも，動詞の有

意志性，無意志性の観念を導入した方が効果的ではないかとも思われ

る．

　ある特定の場合について，単純形をとるか進行形をとるかという基

準は大体において一般の慣用できまっているのであろうが，感情的色

彩を添える揚合には，主観的な嗜好が両構文のいずれをとるかを決定

する揚合も多かろうと思われる．このような主観的な嗜好が慣用にど

の程度影響を受けるものかという点もわれわれとしては知りたいので

あるが，こうした主観的な要素が多分にまじる問題について客観的資

料を得るためには調査の方法も当然変えなくてはならない．ある特定

の情況をまず設定し，irritation，impatience，disgust等々の感情に

心がみたされた揚合，表現すべき内容について単純形と進行形の二つ

をそれぞれ用意し，そのいずれをとるかを相当広い範囲にわたって調
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査するのも一法であろう．そうした設問の用意には非常な労苦を要す

ることは明らかであるが，そのような基礎的な調査こそ主観にゆがめ

られない結論に達するには是非必要なのではあるまいか．これは今後

の課題として残されたわけである．




